
            令和６年度 後期 教育課程編成委員会 

                             議事録 

 

                                            学校法人 さくら学園 

                                            慈恵歯科医療ファッション専門 

                                            日時：令和７年３月５日（水）13：15～14:15 

                                            場所：学校法人さくら学園 本部応接室 

                                            記録：山中 幸子 

 
 

参加者 

    【外部委員】３名 

     浅井 章夫 様  浅井歯科医院院長 

     長坂 信二 様  社会福祉法人安祥福祉会  

                特別養護老人ホーム あんのん館・福釜 事務長 

     岩堀 厚司 様  株式会社 岩堀洋品店 社長 

 

    【内部委員】５名 

     岩瀬 せつ子   学校法人さくら学園理事長 

     大石 純男    慈恵歯科医療ファッション専門学校 校長 

     岩田 美幸            〃        フアッション学科 学科長  

     新美 翔吾            〃        医療事務学科   学科長     

     山中 幸子            〃        歯科衛生士学科  学科長 

 

 

 

 

 

   【委員会次第】                                            司会・進行  大石 純男 

    開会：大石純男委員の開会挨拶にて開会 

    １．理事長挨拶（岩瀬せつ子） 

      今は技術を身につける時代。AI と学びを活かしていきたいと考える。 

      卒業生が希望の場所で活躍し、ファッション学科、医療事務学科の在校生は多くの資格を取得、歯科衛生士学科 

は３月２日に歯科衛生士国家試験を受験したところである。 

       

    ２、参加者自己紹介 

      上記の出席者 

        ・外部委員   ３名 

        ・内部委員   ５名 

 



   ３．学校法人さくら学園の概要説明                         大石校長 

     本校の現状（レジメ参照） 

       １、歯科衛生士学科 

         （１）令和７年３月２日（日） 第３４回国家試験 ３１名受験  ３月２６日（水）合格発表 

         （２）就職内定状況 

           令和６年度卒業者数３１名 全員就職内定           求人数１０６６件 

         （３）臨地臨床実習の概要（厚労省の指導要領に沿い実施） 

       ２，医療事務学科 

（１） 就職状況 

  令和６年度卒業者数１１名 就職者数１０名 検討中１名    求人数１２３件 

（２）病院実習施設（学生の希望を取り入れ実施、就職につなげる） 

       ３，ファッション学科 

（１） 就職状況 

  令和６年度卒業者数３名 就職者数２名  進学者数１名  求人数１９２件 

                 

    ４．各学科の教育課程編成・外部実習等について    

        レジメに沿い概要・進捗状況説明       

１） フアッション学科                                    岩田 美き 

・検定資格等の資格取得にあたり、学生の新聞・テレビばなれが進み、社会に向ける知識の不足に 

 つながっている。  

・練習の積み重ねが大切である。 

・ネイリスト技能検定、洋裁技術検定は全員が合格している。                 

（１）服飾・家政専門課程 ファッション学科（フアッションアパレルコース） 

         （２）  〃          ファッションテクニカル学科（デザインテクニカルコース） 

 

       ２）医療事務学科                                        新美 翔吾 

          ・総合ビジネスコースにおいては、今後現場実習を取り入れていく。 

・総合ビジネスコースにおけるキャリアアップ支援は基礎を１年時に全員が受講し、キャリアアップ A.B.C.D 

 は２年生次に現場実習を取り入れながら実施していく。。 

         （１）商業実務専門課程  医療事務学科（歯科アシスタントコース）  

         （２）   〃         医療事務学科（医療秘書コース） 

         （３）   〃         医療事務学科（総合ビジネスコース） 

                                                          

        ３）歯科衛生士学科                                     山中 幸子 

 １年次の単位試験実施形態の見直しを図り、令和７年度より前期・後期の２回実施を前期（中間・期末） 

後期（中間・期末）の４回実施と変更した。     

         （１）医療専門課程    歯科衛生士学科    

           介護福祉士実務者研修の資格を修得している。 訪問歯科、在宅歯科において、高齢者への対応で 

必要性が高まっている。 

     

      ５，令和６年度卒業生の就職状況について                             大石 純男 

        レジメ参照 （本校の現状にて説明）    



      ６．審議 

        浅井 章夫 委員 

・ 歯科の口腔の機能低下（オーラルフレイル）を防ぐ取り組みが重要視されているが、中々が進まない。 

        ・ 高齢者の口腔機能低下の対応はもちろんであるが、乳幼児の口腔機能発達不全については、行政 

とのかかわりで相談、活動を進めている。歯周病が全身に及ぼす悪影響は周知が高まってきている。 

        ・ 歯科衛生士不足の解決方法として、再雇用を進めていく。ネットワークを生かし拾い上げていく。 

 

        長坂 信二 委員 

        ・ R７，３/5 新聞記事、レセプトの３０%がマイナンバー保険証利用。国としてマイナンバー保険証の 

         使用率を上げるためにレセプト加算をしている。 

        ・ マイナンバーカード保険証の活用は現場の環境整備においても、利用者においても手間がかかり操作 

が困難という問題がある。 

        ・ 福祉施設の中途退職者のその先の採用がない。人材の補充が困難である。 

 

        岩堀 厚司 委員  

        ・ ファッション、アパレル業界においてポリエステル素材の生地の洋服が増加。ウール素材等と違いリサイクルが 

         しやすく、こだわりがなければ着やすく、機能的で安価である。価値観が変化してきている。 

        ・ 中学の制服がブレザーになる。今後はスカート、パンツ、セーラー、ブレザー等、色々な組み合わせの 

制服の着こなしが出てくる。 

        ・ 人件費の問題で、縫製などの仕事が日本に戻ってきている。 

 

      ７．挨拶 

        理事長 

         ・ 幼稚園の現場において、養育者からのクレームが増加している。対応策として監視カメラ（就業者の保護の 

          為）の設置、第三者委員会による危機管理体制の再構築などが必要となってきている。 

         ・ 誠心
ま ご こ ろ

、感謝の精神を教育理念として取り組んでいる。 

          

         

        大石校長 

         ・ 様々なご意見を頂き有難うございます。今後ともよろしくお願い致します。 

 

 


